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研究成果の概要（和文）：本研究は社会心理学と情報工学の分野横断研究により、食卓環境が対人コミュニケー
ションに及ぼす効果を明らかにすることを目的として実験・調査を実施した。その結果、食器に対する「アクセ
シビリティ」(接近可能性, 手にとりやすさ) が食品摂取量のみならず対人コミュニケーションの質に無自覚的
に影響を及ぼす可能性を心理学実験および映像解析から示唆した。また認知症高齢者の食品選択においても、食
器形状に由来する食品へのアクセシビリティが影響を及ぼすことを示唆した。これらの研究成果を学会発表や学
術論文などで発表するとともに、栄養士など食に関わる現場スタッフ向けの講演会や書籍などを通じて社会還元
した。

研究成果の概要（英文）：The present study explored effects of eating environment on food consumption
 and interpersonal communication by collaborative approach between psychology and information 
science. We found the accessibility to tableware is a potential factor relating both food 
consumption and interpersonal communication during eating. For instance we found the accessibility 
to containers affected not only the amount of food and water intakes but also the qualities of 
dyadic conversation between college students. We also found the accessibility to tableware affected 
food choice among elderly people with dementia. We reported these findings in academic papers and 
conference presentations. 

研究分野： 社会心理学

キーワード： 食行動　コミュニケーション　食品摂取　食卓環境
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
食とコミュニケーションに関する従来研

究は, 印象操作のような食の社会的機能の存
在を明らかにした社会心理学研究や, 食卓の
場の言語・非言語インタラクションの様相を
調べた情報工学的研究が別々に実施されて
きた. 前者に関しては, たとえば若年女性は
異性との食事の際にサラダを注文しやすい
など, 食事相手によっても食品選択がかわる
ことが知られている [1]. これは食を通じた
印象操作の一種ともいえ, 食が対人関係調整
にも利用されることが伺える. また後者に関
しては, 食事の有無による言語・非言語イン
タラクションを比較した研究が多く, たとえ
ば食事がある場合には参加者間での発話量
が平準化されることなどが示されてきた [2]. 
一方で, これまで食品や食器, 食卓環境を実
験的に操作し, それが食行動とコミュニケー
ションの両者に及ぼす影響を包括的に検討
した研究は少ないのが研究開始当時の研究
背景であった.  
 
２．研究の目的 
以上の研究背景を踏まえ , 本研究では ,  

食行動の社会的側面, とくにコミュニケーシ
ョン・ツールとしての食の実態と効用につい
て, 社会心理学と情報工学の分野横断的研究
により明らかにすることを目的として研究
プロジェクトを進めた. なお, 本研究課題に
関連して複数の調査・実験を実施しているが, 
紙面の都合上ここではそのうち主要業績と
いえる 2 件の研究成果の概要を報告する.  
 
３．研究の方法 
(1) 飲料容器が飲食物摂取量と対人コミュニ
ケーションに及ぼす影響について, 定量的に
解析した. 分析データには, 高級感の異なる
グラス (High quality (HQ) 群・Low quality 
(LQ) 群: 図 1) を用いて学生友人同士 2 名に
スナックと飲料水を摂取しながら自由に日
常会話をさせる実験 (各群 30 組 60 名) を用
いた (図 2). 実験映像について, 飲料容器の
把持時間, 飲料水の摂取回数, スナックの摂
取回数を映像分析により計測した. この計測
は 2 名のコーダーに行うとともに, 研究代表
者の方でも別途チェックを行い, 信頼性のあ
るデータであることを確認した. これらの映
像分析結果と, 飲料水とスナックの摂取量, 
および会話後に行った実験環境や会話に対
する印象評価の結果を統計的に分析した. ま
た, できるだけ自然な友人間コミュニケーシ
ョンの場となるよう, 本実験では実験協力者
募集の際に学生ペアの性別は統制しなかっ
たが , ペア内の性別 (男性同士 , 女性同士, 
男女) や, 親密性などの関係性が本分析結果
に及ぼす効果の有無を確認するために, それ
らの効果が摂取量や会話印象評価に及ぼす
効果について統計解析を行った. これらの分
析により, 飲料容器が食行動とコミュニケー
ションに及ぼす影響を定量的に検討した.  

 
図 1  実験材料 

 
 

 
図 2 軽食を伴う会話課題の様子 

 
 
(2) 食品および食器が認知症高齢者のスナッ
ク摂取量およびコミュニケーションに及ぼ
す影響を調べるために, 老人保健福祉施設に
て認知症高齢者 15 名を対象とした事例検討
を行った. この事例検討では, 調理上の工夫
が認知症高齢者のフィンガーフード摂取量
に及ぼす効果を検討したフランスの研究 [3] 
の追試として, 洋菓子 (バウムクーヘン) に
おけるソースの有無が, 摂取量や摂取順, 摂
取時の対人コミュニケーションに及ぼす影
響を分析した. 本稿ではとくに摂取順に着目
して概要を述べる. 先行研究 [3] では, ソー
スの有無は摂取順にも影響を及ぼすとされ, 
ソース有の方が最初に選択されることが多
いことが示されていた. 一方で, 介助スタッ
フへのインタビューなどから, 単純に近く
にあるもの (アクセシビリティが高いもの) 
を最初に選択しやすい可能性もあった. そこ
で, ソース有・ソース無を 6 分割皿に 3 個ず
つ盛り付けて提供した場合に (図 3), ソース
の有無およびアクセシビリティが最初の選
択 (first choice, FC) に及ぼす効果を統計的に
解析した.  
 



 
 

図 3  実験材料の例 

 
 
４．研究成果 
(1) 各条件における実験協力者の飲食行動の
結果を表 1 に示す. 統計的解析の結果, 飲料
摂取量は LQ 群の方が HQ 群よりも有意に多
かった. また, 飲料摂取回数, 容器把持時間, 
スナック摂取量については, それぞれ LQ 群
の方が HQ 群よりも高い傾向 (有意傾向) が
あることが示された. ペア同士の会話の印象
評価については, 協調性と面白さは LQ 群の
方が, 緊張感は HQ 群の方がそれぞれ有意に
高かった. また, 実験協力者ペアの性差や年
齢, 空腹度, 親密さ, 話しやすさについては, 
いずれも群間で有意な差がないことが確認
された. これらの結果を総合的に解釈する社
会心理学の理論に関して, 会話コミュニケー
ションにおける非言語行動理論の枠組みか
ら, 適応的動作 (adapter) の行いやすさに着
目して考察した. すなわち, 人は会話の際に
生じる緊張感を軽減するために, 会話中に指
で髪の毛や顔をさわったり, 手元にある物体
に触れるといった動作を行うことが知られ
ている [4]. 軽食をしながらの会話において
は飲料容器がこのような適応的動作の対象
となる場合があると考えられるが, 高級感の
高いカップの場合はその重さや破損への懸
念のため気軽に触れることが難しい可能性
がある. 一方で高級感の低いカップの場合は
必ずしも飲料を飲まない時でも気軽に触れ
られるため, 適応的動作が促進されたものと
考えられる. このことは, LQ 群の方が HQ 群
よりも容器把持時間が長かったことからも
推察される. また, 実験で使用したカップに
対する印象評価課題を追加調査として大学
生 63 名に実施したところ, カップに気楽に
触れられるか, 軽いかといた項目において, 
LQ カップの方が HQ カップよりも有意に評
価値が高かった. これらの結果は本考察を支
持するデータといえよう. 以上から, 飲食を
伴う会話の場合, 飲料容器はコミュニケーシ
ョンにおける適応的動作のツールとしての
機能を有すること, 食器に気軽に触れるかと
いったアクセシビリティによってその効果

が異なることが本研究から示唆された. これ
ら本研究で新規に実施した分析結果および
考察をまとめ, 食行動研究の国際的トップジ
ャーナルの 1 つである Food Quality and 
Preference に発表した (文末の業績リストの
雑誌論文[2]).  
 
 
表 1  実験協力者の飲食行動の平均値 

 HQ 群 LQ 群 
飲料水摂取量 (oz) 3.7 (2.7) 8.3 (5.8) 
飲料水摂取回数 4.5 (4.3) 8.2 (9.3) 
容器把持時間 (秒) 64.3 (83.7) 144.9 (220.6) 
スナック摂取量 (g) 12.6 (14.3) 23.6 (17.4) 
スナック摂取回数 13.5 (16.8) 20.8 (21.6) 

 
 
(2) まず, ソース有無と FCの関係を調べたと
ころ, 有意な関係性は見られなかった (表 2). 
次に, アクセシビリティについては, 皿の手
前側にあるものと奥側にあるもののどちら
を先に食べたかについて分析した. その結果, 
アクセシビリティと FC に有意な関連が認め
られた. すなわち, ソース有無に関わらず, 
手前側にあるものを最初に食べやすいこと
が示された (表 3). 総摂取量はソース有の方
がソース無よりも有意に多かったことから, 
偶然に生起する確率ではソース有の方が FC
も多くなるものと考えられる. それにもかか
わらず, 単純に手前にあるものを先に食べる
という結果が得られたことは, 認知症高齢者
のスナック摂取においてアクセシビリティ
が重要な役割を果たすことを示唆する. コミ
ュニケーションとの関係については, 本事例
検討では個人差が大きく, FC や総摂取量との
関連はみられなかったが, 今回の成果を踏ま
え今後は実験協力者を増やした再検証が必
要であることを論じた. これらの成果は現在
まで 2 件の学会発表にて報告した (文末の業
績リストの学会発表[1]と[3]).  
 
 
表 2  ソース有無と FCの関係 

 ソース有 ソース無 
FC 6 (40%) 9 (60%) 

 
 
表 3  アクセシビリティと FCの関係 

 手前側 奥側 
FC 12 (80%) 3 (20%) 

 
 
 研究成果 (1) と (2) を踏まえ, 食品や食
器に対するアクセシビリティが食行動や食
卓コミュニケーションに影響を及ぼす可能
性について文献調査を行った. 食のアクセシ
ビリティについてはとくに児童の野菜摂取
をテーマとした研究は散見されるものの 
[e.g., 5-6], 青年や高齢者を対象とした研究は
少ないことが示唆された. 研究代表者らのそ



の他の研究において, たとえば病院食堂にお
けるニーズの整理から, 今後は栄養摂取に加
えてリハビリテーションやコミュニケーシ
ョンにも寄与するような病院食堂の有り方
を議論した (文末の業績リストの雑誌論文
[3]と[5]). その具体的な方策の１つとして食
器を活用してアクセシビリティを高めるこ
との有効性について今後検討したい. 以上の
ように, 本研究の成果は, 食コミュニケーシ
ョン研究においてアクセシビリティに着目
する意義を提起する基礎資料となるもので
あり, この分野の今後の発展に寄与するもの
といえる.  
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